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要　旨
【目的】臨地実習において学生同士がどのように影響し合っているのかを先行研究から明らかにする．【方法】医
中誌 WEB 版 VER.5 を用いて，「臨地実習」「看護学生」に「グループダイナミクス」「チーム体制」「協同」「サ
ポート」「ペア」「ピア」を加えた 3 語検索で抽出された 208 件の文献から，学生同士が互いに及ぼす影響について
報告している 22 件を分析した．【結果】1．学生同士による影響の内容：【学習の意欲や効果】【学生同士の関係性】
【学生同士の関係性から生じた気持ち】【関係性の経過や特徴がもたらした帰結】【自己の捉え方】に分類できた．
2．影響の方向性：自分自身に向かう方向，自分から他学生に向かう方向，他学生から自分に向かう方向，相互の
方向に分類できた．【考察】学生は自分と異なる見方や考え方をもつ他学生から肯定的あるいは否定的な影響を互
いに及ぼし合っていた．今後は，学生が相互の方向に影響し合える学習環境を整えていく必要性が示唆された．
キーワード：臨地実習，看護学生，影響
Abstract
Purpose: 	To	clarify	how	students	mutually	influence	each	other	in	clinical	practice.
Method:	We	used	three	retrieval	words	using	“The	Ichushi	Web	VER.5”:	 “group	clinical	 training,”	 “nursing	
student,”	“group	dynamics,”	“team	organization,”	“cooperation,”	“support,”	“pair,”	and	“peer.”	We	analyzed	22	
cases	reporting	the	influence	on	each	student	exerted	from	208	literatures	derived.	
Results:	 1.	Contents	 of	 the	 influence	by	 students	 each	other	 included	as	 follows:	motivation	and	effect	
of	 learning;	 relationship	between	 students;	 feelings	 arising	 from	 relationships	 between	 students;	 the	
consequences	of	relationships	and	characteristics;	and	students’	own	way	of	 thinking.	2.	Directions	of	 the	
influence	were	could	classified	into	direction	towards	themselves,	direction	towards	other	students,	direction	
from	other	students	towards	themselves,	and	mutual	direction.
Discussion: The	students	exchanged	positive	or	negative	 influences	 from	other	with	different	perspectives	
and	ways	of	thinking.	In	the	future,	 it	was	suggested	that	students	need	to	prepare	learning	environments	
that	can	influence	on	each	other	in	terms	of	their	directions.
Keyword: clinical	practice,	nursing	student,	influence
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I ．はじめに
現代の若者の傾向として，内面を開示し合うことを避け
互いに傷つけ合わないよう気を遣い，他者との関係が希薄
化していることが指摘されている（岡田，2011）．こうし
た若者の傾向は，日常生活におけるコミュニケーション能
力を低下させており，その傾向は看護学生も同じである．
しかし，将来，医療チームの一員として他職種と連携・協
働しながら看護を実践していくためには，看護基礎教育に
おいて他者との関係を深める体験をとおして，倫理観，責
任感，豊かな人間性を高めていく必要がある（厚生労働
省，2007）．平成 23 年大学における看護系人材養成の在り
方に関する検討会	最終報告では，看護の対象となる人々
と援助的コミュニケーションをとり，援助的な関係，信頼
関係，協働的な関係を形成していく「援助的関係を形成す
る能力」が学士課程における到達目標として明示された
（文部科学省，2011）．看護学生の「援助的関係を形成する
能力」を高めていくためには，臨地実習における患者・家
族，指導者，教員，さらには実習グループの仲間である学
生同士など，さまざまな立場にある他者との関わりをとお
して，「援助的関係を形成する能力」を高めていくことが
重要となる．
臨地実習において看護学生は，患者・家族だけでなく指
導者や教員との人間関係を構築することに不安やストレス
を感じている（荒川，佐藤，佐久間，佐藤，2010；加島，
樋口，2005）．筆者の経験でも「患者とうまく話せるか不
安」「患者に不快な思いをさせて怒らせてしまうのではな
いか心配」「指導者が怖くないか不安」「教員が厳しい」な
どの声を聴く．臨地実習における他者との関わりに対する
学生の不安やストレスの背景には，先に述べた日常生活に
おけるコミュニケーション能力の低下に根本的な課題が潜
んでいると考えられる．すなわち，他者からのメッセージ
の意図を受け取り，相手が受け止められるような自分の意
図を発信するというメッセージのやり取りができないこと
である．臨地実習では，こうしたメッセージのやり取りを
とおして，「援助的関係を形成する」ことを学習するため
に指導者や教員が存在する．しかし，支援者である指導者
や教員に対しても不安やストレスを抱えているという実態
からは，学生が学習に必要なメッセージの意図を受け取る
ことも困難になっていることが考えられる．
近年，教育学分野では教師中心から学習者中心へパラダ
イムシフトするなか，看護教育学においてピア・ラーニン
グにおける学生同士の学び合う力が注目されている（山
田，2014；三宅，2014）．臨地実習において「援助的関係
を形成する能力」を高めていくために，学生は，指導者や
教員から教育支援をうけるだけではなく，一番身近な学生
同士で互いに学び合っていることに注目していく必要があ
る．学生同士による主体的な学習を促進することは，生
涯学習の観点からも重要である．臨地実習において集団
が個の学生にもたらす影響については，グループダイナ
ミクスに関する研究がある（水口，2004）．また，個と個
の間における影響については，ピアやペアなど学生同士
の関係性に注目した研究（佐藤，2014；二宮 2014）があ
る．海外文献では，学生が相互にサポートし合うことで複
雑な臨床における学生の不安軽減や成熟した関係性の発達
につながるという報告（de	Tornyay	&	Thompson,	1982；
Gotschall	&	Thompson,	1990）やピア・メンターシップの
関係をとおしてサポート，対話，つながり，意味づけ，社
会化の促進が行われているという報告（Jacobs,	2016）が
ある．以上の文献から，学生同士の学び合う力を検討して
いくためには，グループダイナミクス，ピア，ペア，メン
ターなどの視点が重要であり，学生同士の関係性が学び合
いの内容に影響を及ぼしていることが推察された．
学習者中心の臨地実習における教育支援体制を検討して
いくためには，まず，学習者同士がどのように影響し合っ
ているのか把握する必要がある．そこで本研究の目的は，
臨地実習において学生同士がどのように影響し合っている
のかを先行研究から明らかにする．学生同士が互いに及ぼ
す影響を把握することで学生同士が主体的に学び合える関
係が促進されるような教育支援体制を検討していく基礎資
料としたい．
Ⅱ．研究目的
臨地実習において，学生同士が互いにどのように影響し
合っているのかを先行研究から明らかにする．
Ⅲ．研究方法
1 ．文献抽出方法 
データベースは医中誌 WEB 版 VER.5 を使用した．臨
地実習のグループ内における個と集団あるいは個と個の関
係で学生同士が互いにどのように影響し合っているのかを
把握するため，キーワードは「臨地実習」「看護学生」に
「グループダイナミクス」「チーム体制」「協同」「サポート」
「ペア」「ピア」を加えた 3 語とし，AND 検索を実施した
（2016 年 3 月）．絞り込み条件は，原著，会議録を除く，
とした．年代は設定しなかった．
検索の結果，208 件が抽出された．論文タイトルと抄録
を熟読し，研究目的と研究対象者から学生と患者，学生と
教員における影響について報告している文献，研究結果か
ら学生同士が互いにどのように影響し合っていたか具体的
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に報告されていない文献は除外した．最終的に，学生同士
における影響の具体的な内容を報告している 22 件を分析
対象とした．
2 ．分析方法
22 件の文献から，研究背景，研究目的，研究対象者，
研究方法，研究結果における学生同士がどのように影響し
合っているのかが記載されている部分を抽出した．研究概
要を整理した後，研究結果から抽出した学生同士における
影響の具体的な内容をコード化した．コードの意味内容に
注目しながら，内容の類似性にもとづき分類し，影響の内
容と方向性を整理した．
3 ．倫理的配慮
すでに公開されている文献を対象としているため，倫理
的な問題は特に存在しないと考えるが，検索結果の管理と
著作権等の情報の取り扱いに十分留意した．本研究は，武
蔵野大学看護学部研究倫理委員会の承認（承認番号 2716）
を得て実施した．
Ⅳ．結　果
1 ．対象文献の研究の概要
分析対象とした 22 件の文献について研究の概要を整理し
た（表 1）．発表された年は，1995 年から 2016 年までの 22
年間であった．1997 年から 2002 年にかけての発表が多く，
1997 年が 2 件，2001 年が 4 件，2002 年が 2 件で，それ以降
は，2014 年 3 件を除き，ほぼ毎年 1 件の発表であった．研
究背景と研究目的から内容を把握して分類した結果，実習
グループに関する研究が 10 件，実習における学生の体験に
関する研究が 8 件，実習の教育効果に関する研究が 3 件，
実習における学生の思考に関する研究が 1 件であった．研
究方法は，質問紙法を用いた研究が最も多く 16 件，面接法
が 3 件，文献研究が 2 件，不明が 1 件であった．
2 ．学生同士における影響の内容
研究結果から抽出した学生同士における影響の具体的な
内容のコードは，全部で 182 件あった．182 件のコードの
意味内容に注目して整理した結果，【学習の意欲や効果】
16 件，【学生同士の関係性】28 件，【学生同士の関係性か
ら生じた気持ち】23 件，【関係性の特徴や経過がもたらし
た帰結】103 件，【自己の捉え方】12 件の 5 つに分類された．
すべての内容に，肯定的な影響と否定的な影響が混在して
いた．コード件数が最も多かったのは【関係性の特徴や経
過がもたらした帰結】であった．以下，それぞれの影響の
内容について，代表的なコードをあげて記述した．コード
は〈　　〉で記した．
1 ）【学習の意欲や効果】
【学習の意欲や効果】に分類されたコード数は 16 件で
あった．この研究結果には，〈学習意欲が向上した〉（二
宮，2014），〈いろいろな考えが学べた〉（前田，弓場，
2001），〈意見を聞くことで考えが深まった〉（弓場，前田，
2001），〈協同学習が効果的に行われ批判的思考態度が促進
された〉（片岡，2013）など臨地実習がすすむなかで学生
同士の学習意欲が高まり，考えや思考が深まるなど学習効
果が促進されるという肯定的な影響があった．一方，〈技
術経験の機会が減った〉（荒木，島田，市田，2006），〈実
習記録で戸惑った〉（二宮，2014）など学習が障害される
という否定的な影響があった．
2 ）【学生同士の関係性】
【学生同士の関係性】に分類されたコード数は 28 件で
あった．この研究結果には，〈言いたいことが言えた〉（弓
場，1997），〈言い合えた〉（前田，1997）〈指摘し合えた〉（水
口，2004）など学生同士が自由に建設的な意見交換ができ
る関係性，〈励まし合った〉（秋田，2012），〈助け合うこと
ができた〉（山田，小田，松本，處，2016），〈勢力，地位
関係が適当だった〉（弓場，1997）など学習者として互い
に対等である関係性，〈尊重し合えた〉（前田，1997），〈信
頼関係が深まった〉（弓場，1997）など敬意や信頼できる
関係性といった学生同士が良好な関係性を構築している
という肯定的な影響があった．一方，〈苦手なメンバーと
の関係性構築が難しかった〉（山田ら，2016）という学生
同士における関係構築が難しいという否定的な影響があっ
た．
3 ）【学生同士の関係性から生じた気持ち】
【学生同士の関係性から生じた気持ち】に分類された
コード数は 23 件であった．この研究結果には，〈心強かっ
た〉（荒木，島田，市田，2006），〈不安が軽減し，安心と
勇気が得られた〉（秋田，2012）など他学生の存在が心の
支えになるという気持ち，〈お互いのできない部分を見せ
あえるようになると学生同士の連帯感，信頼感が高まっ
た〉（佐藤，2014）という自己を開示することで結束力が
高まるという気持ちなど，支え合いや結びつきなどの気持
ちを抱くという肯定的な影響があった．一方，〈援助する
ときの負担があった〉（二宮，2014），〈不公平感があった〉
（荒木ら，2006），〈友人を傷つけたり蔑んでいないか不安
だった〉〈友人に学習成果を知られることから，できない
自分を恥じたり，正当に評価されるかということに不安
だった〉（佐藤，2014）など他学生に対する負担感，不安
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表 1　対象文献の研究の概要
分
類 NO 著　者 年 タイトル 書誌事項 背　景 研　究　目　的
研究
対象者
研究
方法 研究結果 （※ゴシック部分を学生同士における影響の具体的な内容としてコード化した）
実習グループについて
1
山田亜美，
小田朋子，
松本文美，
處千恵美
2016
領 域 別 看 護
学実習におけ
るグループ学
習の形態が学
生におよぼす
影響について
( 第 1 報 )　固
定グループで
実習をした学
生を対象に
三育学院
大学紀要 , 
8 巻 1 号 , 
17-26.
実習グループの形態に
よる学習効果、グルー
プが学生に及ぼす影響
についての研究は少な
い
固定グループ形態が学生
にどのような影響がある
か明らかにする
領域別
看護学実習
履修者 40 名
自記式質問紙
・グループに対する肯定的記述
【肯定群】お互いに助け支え合うことができた、協力できた、チームワークを学習し団結力がうま
れた、情報共有しやすかった、メンバーが仲良くなれた、楽な気持ちで臨めた、お互いを理解でき
信頼関係が形成された、達成感を共有することができた、学びの向上につながった、自分自身を知
ることができた
【否定群】お互いを知ることができた、協力できた、仲良くなれた、情報共有できた、トラブルが
なかった
・グループに対する否定的記述
【肯定群】他グループ、メンバーとの関わりの減少、問題発生時にもメンバーを入れ替えることが
できない、メンバー間の関係性が困難であり苦手な人との関係性構築が難しい、性格の不一致、
信頼できるメンバーがいない、グループメンバーの短所の発見、メンバーへの依存による役割・責
任の放棄、マンネリ化により新しい意見がでない、積極性の欠如、協調性の欠如
【否定群】自己中心的、気を使うことによる集中力の欠如、疎外感、役割分担の固定による負担
2
水口陽子
2004
看護学実習グ
ループの人間
関係に関する
文献研究
新潟県立
看護短期
大学紀要 , 
9 巻 , 3-11.
看護教育では実習およ
び演習でグループ学習
が多用されているがグ
ループに関する理論的
基盤をもつ取り組みは
少ない
日本における看護学教育
におけるグループの人間
関係に焦点をあて研究の
動向と課題を検討
なし
文献研究
・グループダイナミクスの構成要因
グループの凝集性、グループに対する肯定的認識、グループに対する学生からみた良い基準と悪
い基準、グループが有効に働いている基準として「指摘し合える」こと
・グループダイナミクスと実習満足度・実習成果
異なるエゴグラムパターンをもつグループは同一バターンのグループより評価が高い、評価およ
び成績の高さと特定のエゴグラムパターンには関連がある、まとまりの高いグループは実習満足度
が高い、実習をしていく上で人間関係が障害となった学生は全体の 30％で効果的になった学生は
30％、まとまり度の低いグループでも高い達成度を得ていた、人間関係が緊密でも実習の後半に
は実習意欲が低くなった、自己評価が高くグループダイナミクスが上昇したグループは実習意欲も
上昇、自己評価が低くグループダイナミクスが低下したグループは実習意欲も低下
・意図的な実習グループ編成による教育効果
意図的なグループ編成によるグループダイナミクスの評価が高くなった、グループ間の結合が緊密
な方が実習評価が高い、グループ編成時に凝集性が低くでも実習中に凝集性が高くなる、固定グ
ループでは半数以上の学生にプラスの影響があった
・教育的関わりとグループダイナミクス
実習開始前に教員が動機づけを行うことでグループダイナミクスの満足度や協調関係が高まった、
教員が発言の仕方や偏り人間関係などに配慮したグループ関係をサポートする日常的関わりを行っ
た結果、メンバー間の関係やグループの状態を肯定的に受け止める学生が多かった
・グループダイナミクスの実態
実習の経過では前半より後半の方が緊密性が増加した、自尊感情が低い学生と不安が強い学生は
対人関係の刺激を否定的に受け止め消極的回避的対処をしていた、緊密後の高いグループの方が、
肯定的・友好的気持ちを持った者が多かった
3
山本さつき，
村上多美代，
菊井友，
伊藤由美子，
尾嶋智子，
小椋伸子，
山田千恵子，
岡田由香
2003
臨 地 実 習 に
おける学生の
「グループを
動かす力」尺
度の作成
日本看護
学会論文
集 : 看 護
教 育 , 34
号 , 17-19.
どのように編成すれば
グループダイナミクス
をうまく働かすことが
できるだろうか
臨地実習における学生の
「グループを動かす力」
尺度を作成、どのような
因子で構成されているか
検討
専門学校
3 年生 88 名
質問紙法
・「グループを動かす力」を測定するための下位尺度
課題達成、自己抑制、関係促進、自律性、誠実性、自発性、相手の立場を考える
4
大野 順子
2002
臨 地 実 習 グ
ループの人間
関係形成につ
いて　フィー
ドバックを試
みて
看護教育
の研究 ,
 1 8 号 , 
141-143.
臨地実習グループの良
好な人間関係が実習の
満足感につながり、実
習グループの人間関
係が円滑にいくようグ
ループ全体に働きかけ
ることが効果的である
実習グループの人間関係
形成を促進させる一助と
して用いた方法の有効性
を検討
看護専門学
校
3 年 83 名
集合調査( 調査方法は不明）・フィードバックと個人レポート特性における強い相関
自分自身が他のメンバーからどう見られているか知ることができた、みんな何を考えているのかが
わかり、気持ちが落ち着いた、このグループでよかった、実習の悩みがあったとき快く相談にのっ
てくれた、グループのメンバーには言いやすいことが多かった、カンファレンスでみんなが発言し
活発だった
5
弓場 紀子，
前田 勇子
2001
看 護 基 礎 教
育におけるグ
ループ単位の
臨地実習の意
義
日本看護
学会論文
集 : 看 護
教 育 , 31
号 ,  173 -
175.
看護基礎教育における
臨地実習でグループか
らの学びを卒後教育の
観点から着目した研究
はない
学生が実習グループに所
属したことで何を学んだ
のか特徴を明らかにする
専門学校
3 年生、
A 学年 84 名、
B 学 年 80 名、
計 164 名
質問紙
・グループダイナミクスの効果の気づき
励みになって頑張れる、意見を聞くことで考えが深まる
・自己洞察や自己の傾向の気づき
自分の欠点に気づいた、自分は消極的な部分が多いからもっと積極的にならなければいけないと
思った、相手を思いやる気持ちをもつことが大切
・自己の成長の実感
自分の意見が言えるようになった、相手の立場にたって物事を考えることができるようになった、
視野が広くなった
・人間の多面性、多様な価値観の認識
いろんな人がいる、様々な価値観がある、思っていることを言わなければ自分の意志は相手に伝わ
らない
・自己の存在の意味や役割、責任の気づき
自分の役割を考えて行動することの意味がわかった、1 人 1 人が自分の言動に責任をもつことが大
切
6
畠ゆかり，
井場ヒロ子，
宮地浩子，
安友裕穂，
矢野初美，
近藤美也子，
大田垣美枝子
2001
実習グループ
のグループダ
イナミックス
　学生の意識
調査から
厚生連尾
道総合病
院 医 報 , 
11 号 , 96-
102.
教員はグループダイナ
ミクスが活かされるた
めのグループ編成に苦
心している
グループダイナミクスが
活かされているかグルー
プダイナミクスを活かす
ための要因を学生の意識
調査で把握する
3 年生、女
性 質問紙
・「グループとして機能している」意識の高いグループに共通する行動モデル
【感化型】成果を上げるために他の人を組み入れる
【安定型】他人との協力に重点を置き任務を遂行する
7
前田勇子，
弓場紀子
2001
臨 床 実 習 グ
ループに対す
る肯定的な認
識に関わる要
因　編成後の
経過における
特徴
大阪市立
大学看護
短期大学
部紀要 , 3
巻 , 37-43
学生がグループをどう
認識しているか比較検
討した研究は少ない
学生は理想のグループ
にどのような要因を求め
ているのか、グループを
肯定的に見る学生とそう
でない学生ではグループ
に感じるグループダイナ
ミクスの構成要因にどの
ような違いがあるか、グ
ループに期待する要因が
実際にグループにあると
感じられた場合の特徴は
何か
専門学校
2 年生 84 名
質問紙
・グループダイナミクスの構成要因
【肯定群の認識】協力し合える、分かち合える、友情が芽生える、仲の良い友達がいる、互いに仲
間である、信頼関係が深まる、安心感が得られる、言いたいことが言える、励みになる、自分より
知的水準が高い、助け合える、いろんな考えが学べる
【否定群の認識】いろんな考えが学べる
・肯定群が理想とする要因
【初期】協力し合える、いろんな考えが学べる、信頼関係が深まる、安心感が得られる
【中期】協力し合える、助け合える、いろんな考えが学べる、やる気が起きる、刺激し合える
【後期】協力し合える、助け合える、分かち合える、刺激し合える
・肯定群のうち理想合致群が認識する要因
【初期】協力し合える、尊重し合える、信頼関係が深まる、安心感が得られるなど
【中期】互いに仲間である、信頼関係が深まるなど
【後期】協力し合える、互いに仲間である、信頼関係が深まるなど
8
前田 勇子
1997
臨 床 実 習 グ
ループに対す
る学生の認識
　時間的経過
における変化
とそれに関わ
る要因
大阪市立
大学看護
学紀要 , 4
巻 1 号 , 
101-109.
意図的に編成されたグ
ループ期待どおりのグ
ループダイナミクスが
働かない現況がある
学生のグループに対す
る認識はどう変化するの
か、時間経過に伴って
グループを肯定的に捉え
るためにはどのようなグ
ループダイナミクス要因
が必要か明らかにする
看護専門学
校
２年生 80 名
自作質問紙
・グループに対する認識の変化
【上昇群で時間経過に伴い上昇した項目】言い合える、仲が良い。まとまりがある、各自の考えが
ある、積極性がある、競争心がある、明るい、尊重し合える、能率性がある
【下降群で時間経過に伴い下降した項目】積極性がある、向上心がある、能率性がある、助け合え
る、けじめがある、競争心がある
【両軍で時間経過に伴うグループの特徴で有意差があった項目】言い合える、積極性がある、明る
い、助け合える、向上心がある
9
弓場 紀子
1997
臨床実習にお
けるグループ
ダイナミック
スの検討 ( そ
の 2)　「 指 摘
し合える」グ
ループの対人
相互作用の構
成要因の検討
大阪市立
大学看護
学紀要 , 4
巻 1 号 , 
91-100.
「指摘し合える」こと
と学生がよいとするグ
ループと強い相関があ
る
学生が「指摘し合える」
としたグループはどのよ
うな対人相互関係を構成
する要因で成り立ってい
るのか明らかにする
23 年生 79 名
自作質問紙
・「指摘し合える」と「対人相互作用を構成する要素」との関連
【強い関連】価値観が合う、分かち合える、勢力・地位関係が適当である
【やや関連】目標が一致している、励みになる、言いたいことが言える、信頼関係が深まる、助け
合える、安心感が得られる、協力し合える
10
弓場 紀子
1995
臨床実習にお
けるグループ
ダイナミック
スの検討　達
成関連動機尺
度との関連か
ら
大阪市立
大学看護
学紀要 , 2
巻 1 号 , 
107-117.
個々のグループの特徴
を知り効果的なグルー
プ学習が促進できるよ
うな教師の関わりが重
要である
グループダイナミクスが
どのような要素で構成さ
れているのか知るために
達成関連動機尺度を用
いて各グループの特徴を
分析する
専門学校
2 年生 80 名 質問紙調査
・現状維持でよいと回答した理由
言いたいことが言える、協力し合える、助け合える、人任せにせずそれぞれの役割がとれる、向上
心がある
・再編成を希望と回答した理由
まとまりがない、人に依存しがち、リーダー的存在が多い、リーダー的存在が少ない
－34－ －35－
臨地実習において学生同士が互いに及ぼす影響に関する文献研究（藤尾／藤谷／大武／香春）
実習における学生の体験について
11
飯野京子，
小山友里江，
長岡波子，
河原林弘恵，
岩爪美穂，
成田綾子
2014
看護学実習に
おけるがん患
者とのコミュ
ニケーション
の体験
国立看護
大学校紀
要 , 13 巻
1 号 ,55-61
がん告知後の患者の心
理や苦悩を抱えている
患者に対するコミュニ
ケーションに学生の困
難感がある
学生が、看護学実習にお
いてがん患者とのコミュ
ニケーションについてど
のような体験をしたかを
明らかにした
看護大学 4
年生
がん看護実
習履修者
面接法（フォーカスグループ）・学生の体験
相談しやすい学生同士で体験を出し合い、他の学生の実習における体験を参考にしたり、学生同士
の相談で困難を解決していた
12
二宮恵美
2014
小児看護学実
習においてペ
ア実習を行っ
た学生の思い
　プラスの思
いとマイナス
の思いについ
て
日本看護
学会論文
集： 小 児
看 護 , 44
号 ,  174 -
177.
実習場所の確保困難、
短期間実習での患児を
把握困難などのため、
子どもとベッドサ学生 2
人で 1 人の患児を受け
持つ実習形態を実施し
ており、学生はお互い
に様々な思いを抱きな
がら実習していると考
えられる
小児看護学実習で、学
生 2 人で 1 人の患児を受
け持つ学生のプラスの思
いとマイナスの思いを明
らかにする
看護専門学
校 3 年 課 程
3 年生、
小 児 看 護 学
実習を行った
学 生 6 名 の
うち研究の
同意が得ら
れた 5 名
半構成面接調査
・プラスの思い
【ペアの学生と連携できる】援助がスムーズにできる、ペアの学生と協力して援助できる、確認し
ながら情報を共有できる、患児とのコミュニケーションが図りやすい、安全の配慮ができる
【学習内容が深まる】ペアの学生から学べる、意見交換ができる
【学習意欲の向上】精神的な支えが得られる、お互いの立場を理解した関係作り、積極的に行動で
きる
・マイナスの思い
【ペアの学生との関係を構成する難しさ】ペアの学生への気遣い、ペアの学生への不満と不安、意
見交換ができない、ペアの学生に頼る
【援助する上での学生の負担】援助の調整が必要、援助が制御される、計画調整が必要、ペアの学
生と比較される
【患児との関わりでの困惑】患児が戸惑いを感じる、患児とのコミュニケーションが図りにくくなる
【実習記録での戸惑い】実習記録出の戸惑い
13
平山綾蘭，
市川英加，
長田貴子，
押領司民 2012
ペア実習の人
間関係と実習
満足度との関
係
日本看護
学会論文
集： 看 護
教 育 , 42
号 ,  4 6 -
48.
周手術期患者の在院日
数減少に伴い、1 名の
患者を受け持つことが
困難となり、ペア実習
としている
実習における学生同士の
人間関係や実習に関する
人間関係と実習満足度と
の関係を明らかにした
看 護 専 門 学
校
2 年生 40 名
質問紙
・実習における人間関係と満足度の関係
ペア学生との関係は満足度に影響した、 メンバーとの関係は満足度に影響した、 ペア・メンバー以外
の学生との関係は満足度に影響した
14
秋田真由美
2012
看護基礎教育
における看護
学生の心に響
く事柄
神奈川県
立保健福
祉大学実
践教育セ
ンター看
護教育研
究 集 録：
教 員・ 教
育担当者
養成課程
動機付けには感情が関
係しており、心に響く
事柄により感情が揺さ
ぶられ、自己実現欲求
がかりたてられ、看護
学生の行動変容につな
がる
看護基礎教育における思
いや行動の変容につなが
る看護学生の心に響いた
事柄を明らかにした
看護専門学校
3 年生 46 名
質問紙
・クラスの学生が影響を及ぼした心に響いた事柄
励まし合った、不安が軽減し、安心と勇気が得られた、受け入れてもらった、自分を受け入れてく
れた、感謝の気持ちをもった、想定外に自分を受け入れてくれた、チームワークを意識した、共通
の目標に向かって結果がだせた
15
佐々木順子，
橋本忍，
山下久美子 2008
臨地実習にお
ける学生の達
成感に影響す
る要因　半構
造化面接から
の検討
国立病院
機構岡山
医療セン
ター附 属
岡山看護
学校
看護の面白さを実感で
きた一方感じられず達
成感が低い学生もいる
学生の臨地実習の振り返
りから、臨地実習におけ
る学生の達成感に影響す
る要因と関係性を明らか
にする
専門学校 3
年次前期の
臨地実習を
修了した
5 名
半構造化面接法
・カテゴリー【グループメンバー間の関わり】
サブカテゴリー＜グループメンバー間の意見交換＞：グループメンバー間で相談し意見交換してい
た
サブカテゴリー＜グループメンバー間の相談＞：臨地実習で戸惑っているもの同士、相談しやすく、
情報を共有することで達成感へと結びつけていた
16
古屋 佳子
2007
ア サ ー シ ョ
ン・トレーニ
ングでの学び
を学生はどの
ように経験し
たのか　実習
開始前に演習
を導入しての
検討
京都市立
看護短期
大学紀要 , 
32 号 , 53-
63.
実習前のアサーション
トレーニングが実習期
間をとおしてどのよう
な経験として自分に取
り込まれているのか
実習前のアサーショント
レーニングでの学びにつ
いて実習期間をとおして
どのように経験したか明
らかにする
3 年次臨地
実習を終了
した 46 名 アンケート
調査
・実習場面でのアサーティブ志向の経験
【学生同士・実習グループで経験】グループカンファレンスやペア実習でアサーティブを意識した、
ペアでの受け持ちでお互いを尊重できた、グループ内でアサーティブを意識づけした、意見の違い
を交換できた
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村井俊介，
高橋ゆかり
2005
男子学生の母
性看護実習に
おける困難　
今後の母性実
習のあり方を
考える
茨城県母
性衛生学
会 誌 , 25
号 , 67-71.
カリキュラム改訂によ
り、母 性 看 護 学 実 習
で男女の学生でペアを
くみ実習を行うことと
なった
男子学生の母性看護学
実習における技術に関す
る達成度と実習で体験し
た困難を明らかにした
母 性 看 護 学
実習を終えた
男子専門学
生 4 名
アンケート調査・男子学生が困難と感じたこと
細部にわたって女子との調整が困難、ペアとなる女子学生との間に情報の解釈に違いが生じてくる
18
齋藤孝子
2001
臨地実習にお
ける看護学生
のつまずき体
験と解決に向
けての資源活
用
神奈川県
立看護教
育大学校
臨地実習で学生は様々
な感情を抱いて臨んで
いる
臨地実習において看護
学生がどのような悩みや
つまづきを体験している
か、また、悩み・つまづ
きに対しての行動を明ら
かにした
看 護 専 門 学
校 3 年課程の
2 年生 60 名
質問紙
・学生の悩み・つまづき体験
友人の悩みを「聞かなくては」と自分に言い聞かせたり、同じ実習生の愚痴や悩みを聞くといった
義理の付き合い
・臨地実習における悩み・つまづき体験への対処
自分のまわりをみつめなおす対処（他も同じように悩んでいることを知る）、グループメンバーの支
えや友人に相談する
実習の教育効果について
19
佐藤朝美
2014
Peer learning
を活用した看
護学実習の効
果と課題
看護教育
研究学会
誌 , 5 巻 2
号 , 15-24.
小児看護学実習場所の
確保困難と、学生の生
活体験や創造性の欠如
などに伴う技術習得が
困難な背景がある
peer learning を取り入
れた看護学実習研究から
教育効果を明らかにした
なし
文献研究
・問題解決
指導者に聞きにくい内容をピア学生に質問・相談できるといった知識や問題の共有化、実践方法の検
討につながっていた。知識・技術の共有では、報告前の振り返り、 アセスメントの知識確認、 指導者
の説明の意味を学生同士で確認・ディスカッションするなど学びを共有していた。
・リフレクション
互いに観察し報告することで技術の重要なことを明確にしたり、理解が深まった。また、目標達成のた
めに知識や技術をよりよくするための方向付けを学んでいた
・精神的影響
ピア学生がシニアの場合は支えられていると感じ、 ピア学生が同年代の場合は、 感情的な交流がお互
いを支援していた。友人に学習成果を知られることから、 できない自分を恥じたり、 正当に評価される
かということに不安を感じていた
・責任感
ピア学生とではなく、 ひとりで達成したかったといった自立した実習を望むものをいた。
・仲間関係、役割
お互いの出来ない部分を見せ合えるようになると、 学生同士の連帯感・信頼感の高まりを感じていた。
友人を傷つけたり蔑んでいないかといった不安、 友人からの質問への回答に悩む、 ピア学生との方針
が対立した時の援助先に悩むといった、学生同士の関係性や役割分担による評価の影響を懸念して
いた。
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荒木こずえ，
島田祥子，
市田和子
2006
母性看護実習
における学生
のチーム体制
の評価
川崎市立
看護短期
大学紀要 , 
1 1 巻 1
号 , 69-74.
出生数の減少、各施設
の分娩数の減少により
母性の臨地看護実習を
2 人 1 組のチームで母
子 1 組を受け持つとい
う形の実習体制を採用
し、4 年目にあたる
母性看護学実習（分娩
期、産褥期）において、
本学が実施している 2 人
1 組で行うチーム実習の
体制を評価し、指導課題
を明確化する
前期母性看
護実習履修
45 名
男子 4 名を
含む
質問用紙
・チーム実習について、実習後「よかった」「ややよかった」と回答したその理由
心強い、お互いに不足部分を補える、自分と違った見方や考え方が参考になる、対象とのコミュニ
ケーションが取りやすい、情報共有による学びの増加
・実習後、「よくなかった」「ややよくなかった」と回答したその理由
技術経験の機会が減る、相手との調整が難しい、自分の思うように進められない、相手に頼ってし
まう、不公平感がある
・自由記載で困難さとして挙がった内容
組む学生と自身との関係性、実習中の動き方と戸惑い、調整の取り方の難しさ
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伊藤良子
2002
母性看護学実
習における学
生自己評価の
変化に関する
一考察　教育
マップの作成
と利用・産褥
期のペア実習
を導入して
京都市立
看護短期
大学紀要 , 
27 号 , 87-
93.
母性実習の短縮化、少
子化などで学生が高い
レベルの学びを維持す
るために教育マップの
作成と利用・ペア実習
の導入を試みた
教育マップの作成と利
用・ペア実習の導入を試
み、学生の産褥期の学び
が改善する結果が得られ
たか明らかにする
1999～　
2001年度
看護短期大学
44 名 48 名
47 名
アンケート
調査
・教育マップ利用およびペア実習を導入の自己評価
実習自己評価が高くなり、学習促進効果がえられた
実習における学生の思考について
22
片岡和江
2013
看護基礎教育
における批判
的思考態度と
協同学習に対
する意識の関
連についての
研究
勤医協札
幌看護専
門学校紀
要 , 14 巻 , 
7-17.
自立して考え判断する
能力、創造的発想がで
きる能力、全体と部分
の関係を理解する洞察
力、先験的かつ柔軟な
思考に関する能力が求
められているが、学生
の患者への関わりの機
会が限定され、その経
験が少ない
①実習カンファレンスに
対する意識とその体験に
よる批判的思考態度の変
化、協同学習に対する意
識と批判的思考態度の関
連性、批判的思考の変
化に影響を及ぼす要因を
分析する
② ①の結果に関する具
体的認識を明らかにする
A 看護専門
学校の学生
121 人
（2年生62人、
3 年生 59 人 )
	 ①
	 自記式調査票
	 ②
	 半構成面接
学習過程の中で自己評価を変化させていた
協同学習が効果的に行われると批判的思考態度を促す
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感，羞恥心，評価への懸念などの気持ちを抱くという否定
的な影響があった．
4 ）【関係性の特徴や経過がもたらした帰結】
【関係性の特徴や経過がもたらした帰結】に分類された
コード数は 103 件で最も多かった．この研究結果には，
〈自分と違った見方や考え方が参考になった〉〈お互いに不
足部分を補えた〉（荒木，島田，市田，2006）など自分と
異なる特徴をもつ他学生から学習や補完し合うことができ
ていたこと，〈学生同士で相談をして困難を解決していた〉
（飯野ら，2014），〈指導者の説明の意味を学生同士で確
認・ディスカッションした〉（佐藤，2014））など学生同士
で相談し臨地実習の困難を乗り越えていたこと，さらに，
〈まとまりの高いグループは実習満足度と評価が高かった〉
〈異なるエゴグラムパターンをもつグループは同一バター
ンのグループより評価が高かった〉（水口，2004），〈臨地
実習で戸惑っているもの同士，相談しやすく，情報を共有
することで達成感へと結びつけた〉（佐々木，橋本，山下，
2008）など関係性の特徴や経過による満足度，達成感，高
い実習評価という肯定的な帰結があった．一方，〈情報の
解釈に違いが生じた〉（村井，高橋，2005），〈対象者との
関わりが困難だった〉（二宮，2014），〈自分の思うように
進められなかった〉（荒木ら，2006）など臨地実習をすす
めていく上での具体的な困難，〈ピア学生との方針が対立
した時の援助先に悩んだ〉（佐藤，2014）という困難が発
生したときの援助先についての悩み，〈自己評価が低くグ
ループダイナミクスが低下したグループは実習意欲も低下
した〉（水口，2004）という自己評価と実習意欲の低下の
関係などの否定的な帰結があった．
5 ）【自己の捉え方】
【自己の捉え方】に分類されたコード数は 12 件であっ
た．この研究結果には，〈相手の立場に立って物事を考え
ることができるようになった〉（弓場，前田，2001），〈自
分の欠点に気づいた〉（弓場，前田，2001）など相手の立
場を考えて自分自身を見つめることができたという肯定
的な影響があった．その一方，〈人に依存した〉（弓場，
1995）などの否定的な影響があった．
3 ．影響の方向性
182 件のコードを影響の方向性で整理した結果，自分自
身にむかう方向，自分から他学生に向かう方向，他学生か
ら自分に向かう方向，相互の方向の 4 つに分類された（表
2）．自分自身に向かう方向のコード数は 29 件，自分から
他学生に向かう方向のコード数は 27 件，他学生から自分
に向かう方向のコード数は 65 件，相互の方向のコード数
は 61 件であり，コード数が最も多かったのは，他学生か
ら自分に向かう方向であった．それぞれの方向における影
響の内容の内訳と件数は表 2 のとおりである．
自分自身にむかう方向には，〈自分の役割を考えて行動
することの意味がわかった〉〈自分の欠点に気づいた〉（弓
場，2001），〈自分自身を知ることができた〉（山田，小
田，松本，處，2016）などの内容があった．自分から他
学生に向かう方向には，〈言いたいことが言えた〉（弓場，
1997），〈相手の立場に立って物事を考えることができた〉
（山本ら，2003），〈人に依存した〉（弓場，1995）などの内
容があった．他学生から自分に向かう方向には，〈みんな
何を考えているのかがわかり，気持ちが落ち着いた〉（大
野，2002），〈不安が軽減し安心と勇気が得られた〉（秋田，
2012），〈調整の取り方が難しかった〉（荒木，島田，市田，
2006），〈学生同士の関係性や役割分担による評価への影
響を懸念した〉（佐藤，2014）などの内容があった．相互
の方向には，〈意見の違いを交換した〉（古谷，2007），〈尊
重し合えた〉（前田，弓場，2001），〈学生同士の相談で
困難を解決した〉（飯野，小山，長岡，河原林，岩爪，成
田 ,2014）〈お互いの不足部分を補えた〉（荒木ら，2006）な
どの内容があった．
学生は，自分とは異なるものの見方や考え方に触れるこ
とをとおして，肯定的な影響とともに否定的な影響も受け
ており，他学生から影響を受けて，自分自身を見つめ，自
分から他学生に働きかけ，相互の方向に影響し合うという
方向性が明らかになった．
V．考　察
1 ．臨地実習における学生同士が互いに及ぼす影響の 
特徴
臨地実習における学生同士が互いに及ぼす影響を把握
するため，22 件の先行研究について検討した．その結果，
影響の内容には【学習の意欲や効果】【学生同士の関係性】
【学生同士の関係性から生じた気持ち】【関係性の特徴や経
過がもたらした帰結】【自己の捉え方】という 5 つの内容
があることが明らかになった．
【学習の意欲や効果】では，臨地実習がすすむなかで学
生同士の学習意欲が高まり，考えや思考が深まるなど学習
効果が促進されるという肯定的な影響とともに，技術や記
録など学習が障害される否定的な影響もあることが明らか
となった．この結果は，臨地実習で学生同士が互いに影響
し合うことをとおして互いに持っている力により学習の理
解が深められたり妨げられたりすることを示していると考
える．Jacobs（2016）は，ピア・メンターシップに関する
研究において，ピアの存在は，自分自身の学習の仕方を拡
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臨地実習において学生同士が互いに及ぼす影響に関する文献研究（藤尾／藤谷／大武／香春）
大したり，批判的思考や深く学習することを助けたり，学
習に必要な前向きな環境を提供したり，どうしたらより効
果的な学習ができるかピアから模倣するなどの学習をもた
らしていることを明らかにしている．臨地実習において他
学生の存在は，学習を促進する存在になるものと推察され
るが，その条件として，次の影響の内容である関係性や関
係性がもたらす気持ち，帰結が多いに影響しており，それ
らの条件が整わない場合は，学習は障害される場合がある
と示唆された．
【学生同士の関係性】では，学生同士が自由に建設的な
意見交換ができる関係性，学習者として互いに対等である
関係性，敬意や信頼できる関係性といった学生同士の良好
な関係性を構築しているという肯定的な影響とともに，関
係構築が難しいという否定的な影響があることが明らかと
なった．また，【学生同士の関係性から生じた気持ち】で
は，他学生の存在が心の支えになるという気持ち，自己を
開示することで結束力の高まりを感じる気持ちなど，支え
合いや結びつきという気持ちを抱くという肯定的な影響と
ともに，他学生に対する負担感，不安感，羞恥心，評価へ
の懸念などの気持ちを抱くという否定的な影響があること
も明らかとなった．これらの結果は，前述した学習の意欲
や効果に影響をもたらす前提や条件であり，ここでの関係
性の良し悪しがその先にある関係性の帰結や学習状況に影
響しているものと考える．すなわち，学生同士の関係性の
良し悪しが学生同士が互いに及ぼす影響の要になっている
と推察する．Jacobs（2016）のピア・メンターシップに関
する研究でも関係性に関する研究が最も多かったと報告し
ており，お互いの親密な関係づくりや結束すること，安全
と信頼に基づき心配なく相談できる関係などの報告が多
かったと述べている．学生が互いに変化・成長していくた
めには，肯定的な影響をもたらすような関係性が築けるよ
うな教育環境を整えていく必要があると示唆された．
【関係性の特徴や経過がもたらした帰結】では，自分と
異なる特徴をもつ他学生から学習し補完し合うことができ
ていたこと，学生同士で相談し臨地実習の困難を乗り越え
ていたこと，さらに関係性の特徴や経過による満足度，達
成感，高い実習評価という肯定的な帰結とともに，臨地実
習をすすめていく上での具体的な困難，困難が発生したと
きの援助先についての悩み，自己評価と実習意欲の低下の
関係など否定的な帰結があった．また，【自己の捉え方】
では，相手の立場を考えて自分自身を見つめることができ
たという肯定的な影響とともに，人に依存するなどの否定
的な影響もあった．これらの結果は，学生同士がさまざま
影響し合うなかで，最終的にどのような状況に至ったの
か，他学生から影響をうけてどのように自分を顧みたのか
を意味しているものと考える．酒井（2010）は，コミュニ
ケーションが苦手な看護学生は【過剰な他者への意識】や
【自己に対する否定感】【あるべき自分との葛藤】を抱いて
いることを明らかにしている．自分と異なる見方や考え方
をする他学生に対して，こうしたコミュニケーションにお
ける苦手意識をから解放されて，自分のできない部分をさ
らすことができるためには，それが可能となる敬意と尊重
と信頼の整った学習環境が必要になる．つまり，安心して
できない自分をさらけ出すことができる学習環境が整うこ
表 2　影響の方向性
影響の方向性 件数 （内訳：内容） （内訳：件数）
自分自身にむかう方向 29
【学習の意欲や効果】 8
【学生同士の関係性から生じた気持ち】 6
【関係性の特徴や経過がもたらした帰結】 7
【自己の捉え方】 8
自分から他学生に向かう方向 27
【学生同士の関係性】 4
【学生同士の関係性から生じた気持ち】 3
【関係性の特徴や経過がもたらした帰結】 17
【自己の捉え方】 3
他学生から自分に向かう方向 65
【学習の意欲や効果】 3
【学生同士の関係性】 1
【学生同士の関係性から生じた気持ち】 14
【関係性の特徴や経過がもたらした帰結】 46
【自己の捉え方】 1
相互の方向 61
【学習の意欲や効果】 2
【学生同士の関係性】 23
【関係性の特徴や経過がもたらした帰結】 36
182 182
武蔵野大学看護学研究所紀要第 12 号
－38－
とで，学生同士の凝集性や結合力が高まり，最終的に肯定
的な影響の帰結へと至るものと示唆された．その一方で，
できない自分をさらけ出すことができない学習環境では，
他学生への敬意と尊重と信頼を築くことができないことに
つながり，その結果，臨地実習における学習が進まない状
況になってしまうと推察された．
2 ．今後の臨地実習の教育支援体制への示唆
学生同士が互いに及ぼす影響の特徴について検討した結
果，臨地実習において他学生の存在は，学習を促進する存
在になると同時に，お互いの関係性がもたらす気持ちや帰
結は良好に整わない場合は，学習が障害される可能性があ
ると考えられた．また，お互いに親密な関係をつくり，結
束するためには，安全と信頼に基づいて，できない自分を
さらけ出すことができるような学習環境を整えていく必要
であることも示唆された．
学生同士が互いに及ぼす影響の方向性を整理した結果，
自分自身に向かう方向，自分から他学生に向かう方向，他
学生から自分に向かう方向，相互の方向があり，最も多
かったのは，他学生から自分に向かう方向であった．この
ことは，臨地実習において学生はともに学習する他学生か
ら強く影響を強く受けていることを示していると考える．
また，それぞれの方向性について，その内容について整理
したところ，相互の方向以外の 3 つの方向性には肯定的な
影響と否定的な影響が混在していたが，相互の方向は，肯
定的な影響のみであった．この結果は，一方向ではなく双
方向の影響というものが学生同士の変化・成長を高めてい
く関係性であることを意味するものと考える．これらの結
果から，学生同士は，まず他学生から影響を受け，自分自
身を見つめ，自分から他学生に働きかけることをとおし
て，最終的には相互の方向に影響し合うものと考える．今
後の臨地実習では，学生間およびグループ全体と学生の影
響の方向性に注目し，他学生から影響をうけた学生が，次
は自分から他学生に発信できるような後押しをしていき，
一方向の関係性から双方向の関係性となれるように支援を
していく必要性が示唆された．
Ⅵ．おわりに
今回，臨地実習における学生同士が互いに及ぼす影響に
ついて 22 件の先行研究を検討した結果，学習の意欲や効
果，学生同士の関係性，関係性から生じた気持ち，関係性
がもたらした帰結，自己の捉え方という内容について影響
し合っていることが明らかになった．これらの影響の内容
についての検討をとおして，学生同士が互いに敬意と信頼
を抱けるような関係が築けるようなに学習環境を整え，相
互の方向性に影響し合えるような後押しをしていくことが
臨地実習における学習を促進していくと示唆された．今回
の結果を参考にしながら，学生同士が主体的に学び合う力
を信じて学習者中心の教育支援体制を検討していきたい．
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